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遠
藤
周
作
『
影
に
対
し
て 

母
を
め
ぐ
る
物
語
』
を
読
む
（
新
潮
文
庫
） 

 
 

 

令
和
七
年
五
月
三
十
日
（
金
） 

 

杉
並
三
田
会
読
書
会 

楠 

喬
太
郎 

*

テ
キ
ス
ト
の
「
影
に
対
し
て
」「
影
法
師
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。 

 

一 

周
作
の
生
涯
の
テ
ー
マ 

①
キ
リ
ス
ト
教
の
勉
強
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
私
は
彼
ら
と
自
分
と
の
間
の
距
離
感
と
い
う
も
の
を
か
え

っ
て
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

②
（
自
分
だ
け
の
テ
ー
マ
）
私
に
と
っ
て
距
離
感
の
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
、
ど
う
し
た
ら
身
近
な
も
の
に
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
は
母
親
が
私
に
着
せ
て
く
れ
た
洋
服
を
、
も
う
一
度
、

私
の
手
に
よ
っ
て
仕
立
て
な
お
し
、
日
本
人
で
あ
る
私
の
体
に
合
っ
た
和
服
に
変
え
る
、
と
い
う
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
。 

③
も
し
心
理
が
第
一
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
心
理
の
背
後
に
あ
る
無
意
識
が
第
二
の
デ
ィ
メ
ン
シ

ョ
ン
と
す
る
な
ら
ば
、
第
三
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
に
指
を
触
れ
な
け
れ
ば
、
人
間
の
内
部
を
描
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
小
説
家
と
し
て
の
私
の
中
に
あ
る
。（
心
理
の
背
後
に
あ
る
無
意
識
の
、
さ
ら

に
そ
の
背
後
に
魂
の
領
域
が
あ
っ
て
、
そ
の
領
域
に
肉
薄
し
な
け
れ
ば
、
人
間
の
内
部
を
す
べ
て
描
け
な
い

と
い
う
気
が
す
る
。） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
異
邦
人
の
苦
悩
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
』
小
学
館
） 

④
日
本
人
も
こ
の
点
、
た
し
か
に
神
を
求
め
て
き
た
。
た
だ
そ
の
神
が
い
か
な
る
神
で
あ
っ
た
か
が
大
切
な

の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
神
は
汎
神
的
な
自
然
で
あ
り
、
あ
る
い
は
堀
田
善
衞
氏
の
言
う
情
緒
、
日
本
的

な
何
も
の
を
も
曖
昧
に
溶
か
し
て
し
ま
う
特
殊
な
美
的
感
覚
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
切
支
丹
時
代 

殉
教
と
棄
教
の
歴
史
』
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

２２１

） 

⑤
人
間
の
罪
の
意
識
、
欲
情
の
深
淵
を
の
ぞ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
根
源
に
、
神
を
求
め
る
意
志
の
必

然
性
を
見
出
す
こ
と
で
す
。
サ
デ
ィ
ズ
ム
が
小
説
の
主
題
と
し
て
の
意
味
を
見
出
す
場
所
で
あ
り
、『
白
い

人
』
や
『
ア
デ
ン
ま
で
』
に
は
こ
の
主
題
が
強
く
押
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
山
本
健
吉
『
白
い
人
・
黄
色
い
人
』
の
解
説<

新
潮
文
庫>

） 

⑥
〔
ガ
ン
ジ
ー
〕「
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
み
な
同
一
の
地
点
に
集
ま
り
通
ず
る
様
々
な

道
で
あ
る
同
じ
目
的
地
に
到
達
す
る
限
り
、
我
々
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
道
を
た
ど
ろ
う
と
か
ま
わ
な
い

で
は
な
い
か
。」 

「「
さ
よ
う
な
ら
」
担
架
の
上
か
ら
大
津
は
、
心
の
な
か
で
自
分
に
向
か
っ
て
呟
い
た
。「
こ
れ
で
・
・
・
・
・
・

い
い
。
僕
の
人
生
は
・
・
・
・
・
・
こ
れ
で
い
い
」」（『
深
い
河
』）。*

周
作
晩
年
の
心
境
か 

二 

周
作
略
年
譜 

 



2 

 

*

「
影
に
対
し
て
」
を
読
む
う
え
で
参
考
に
す
る
事
項
の
み
を
記
載
。*

文
芸
別
冊
『
遠
藤
周
作
』
の
山
根
道

公
「
遠
藤
周
作
年
譜
」
を
参
考
に
し
た
。 

 

一
九
二
三
年 
大
正
十
二
年 

〇
歳 

三
月
二
十
七
日 

東
京
市
巣
鴨
で
、
父
常
久
、
母
郁
（
郁
子
）
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
と
母
は
学
生
時
代
に
結
婚
し
、
当
時
二
十
六
歳
の
父
は
東
大
法
科
卒
の
銀
行
員

で
、
二
歳
上
の
母
は
上
野
東
京
音
楽
学
校
（
東
京
芸
術
大
学
）
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
卒
で
安
藤
幸
（
幸
田
露
伴

の
妹
）
に
師
事
し
、
次
い
で
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
イ
の
弟
子
と
な
っ
た
音
楽
家
で
あ
っ
た
。 

一
九
二
六
年 

大
正
十
五
年
・
昭
和
元
年 

三
歳 

父
の
転
勤
に
従
い
満
洲
の
大
連
に
移
る
。 

一
九
二
九
年 

昭
和
四
年 

六
歳 

大
連
市
の
大
広
場
小
学
校
に
入
学
。
母
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
姿
に
感
動
す
る
。
九
歳
ご
ろ
か
ら
父
母
の

不
和
に
悩
ま
さ
れ
る
。
愛
犬
の
ク
ロ
だ
け
が
悲
し
み
の
同
伴
者
に
な
る
。 

*

こ
の
作
品
で
は
大
連
の
話
題
が
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
こ
と
に
注
意
。 

 

一
九
三
三
年 

昭
和
八
年 

十
歳 

父
母
の
離
婚
に
よ
り
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
兄
と
と
も
に
帰
国
し
、
六
甲
小
学
校
に
転
校
。
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
の
叔
母
の
勧
め
で
母
と
と
も
に
、
夙
川
（
し
ゅ
く
が
わ
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
通
う
。 

*

こ
の
作
品
で
は
母
が
一
人
で
帰
国
す
る
こ
と
に
注
意
。 

一
九
三
五
年 

昭
和
十
年 

十
二
歳 

六
月
二
十
三
日 

母
に
続
い
て
周
作
兄
弟
も
夙
川
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
受
洗
。
洗
礼
名
ポ
ー
ル
（
パ
ウ

ロ
）。
一
九
三
九
年
頃
、
小
林
聖
心
の
修
道
会
の
ミ
サ
に
毎
朝
通
う
母
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
青
年
神
父
ペ
ト

ロ
・
ヘ
ル
ツ
ォ
グ
の
指
導
の
下
、
厳
し
い
祈
り
の
生
活
を
始
め
、
そ
の
母
か
ら
こ
の
世
界
で
一
番
高
い
も
の

は
聖
な
る
世
界
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。 

*

中
学
生
の
頃
、
日
本
の
教
会
が
戦
争
に
眼
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
宗
教
上
の
疑
問
を
抱
く
。（『
私
に

と
っ
て
神
と
は
』

１０５

） 

*

教
会
へ
の
不
信
（「
殺
す
こ
と
な
か
れ
ー
十
戒
」
を
守
ら
な
い
）
は
、『
女
の
一
生
』
第
二
部
「
サ
チ

子
の
場
合
」
に
詳
し
い
。 

一
九
四
二
年 

昭
和
十
七
年 

十
九
歳 

此
の
頃
、
高
校
受
験
に
失
敗
、
経
済
的
負
担
を
母
に
か
け
な
い
た
め
に
、
再
婚
し
て
い
る
父
の
世
田
谷
の
経

堂
の
家
に
移
っ
た
。
母
を
裏
切
っ
た
と
い
う
う
し
ろ
め
た
さ
を
日
々
感
じ
る
。 

一
九
四
三
年 

昭
和
十
八
年 

二
十
歳 

*

こ
の
間
、
上
智
大
学
予
科
に
入
り
、
父
の
家
を
出
て
母
と
の
絆
と
信
仰
を
回
復
す
る
。 

四
月 

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
予
科
に
入
学
。
吉
満
義
彦
が
舎
監
の
信
濃
町
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
生
寮
の
白

鳩
寮
（
聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
寮
）
に
入
り
、
吉
満
か
ら
哲
学
よ
り
も
文
学
に
向
い
て
い
る
と
助
言
さ
れ
る
。
亀
井

勝
一
郎
、
堀
辰
雄
を
紹
介
さ
れ
る
。 

 

一
九
四
四
年 

昭
和
十
九
年 

二
十
一
歳 

三
月 

信
濃
追
分
に
病
床
の
堀
辰
雄
を
月
に
一
度
訪
ね
る
よ
う
に
な
る
。 

徴
兵
検
査
を
受
け
る
が
、
肋
膜
炎
を
起
こ
し
た
後
の
た
め
第
一
乙
種
で
、
入
隊
一
年
延
期
に
な
る
（
終
戦
を
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迎
え
る
）。 

此
の
こ
ろ
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
の
問
題
に
触
れ
た
佐
藤
朔
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
素
描
』
を
見
つ
け
た
。
フ
ラ
ン
ス

語
を
独
学
で
勉
強
し
た
。 

 
 

 
 

 
*

遠
藤
周
作
が
作
家
と
な
る
大
き
な
転
機
と
言
っ
て
よ
い
。 

*

此
の
頃
「
メ
リ
ノ
の
歌
」
執
筆
、「
狐
狸
庵
亭
主
敬
白
」
と
記
載
。
こ
の
項
山
本
雄
一
さ
ん
の
ご
教
示

に
よ
る
。 

 

一
九
四
五
年 

昭
和
二
十
年 

 

二
十
二
歳 

四
月 

慶
応
義
塾
大
学
仏
文
科
に
進
学
。
病
気
療
養
中
の
佐
藤
朔
の
自
宅
で
講
義
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
モ

ー
リ
ヤ
ッ
ク
や
ベ
ル
ナ
ノ
ス
等
の
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
文
学
へ
の
関
心
を
深
め
て
ゆ
く
。 

 

一
九
五
〇
年 

昭
和
二
十
五
年 

二
十
七
歳 

六
月
四
日 

戦
後
最
初
の
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
文
学
研
究
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
船

マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
号
で
横
浜
港
を
出
航
。
同
じ
四
等
船
客
に
カ
ル
メ
ル
会
修
道
院
で
修
行
を
め
ざ
す
井
上

洋
治
が
い
た
。
七
月
五
日 

マ
ル
セ
イ
ユ
上
陸
。
九
月 
リ
ヨ
ン
に
移
る
。
距
離
感
の
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
を

身
近
な
も
の
に
す
る
と
い
う
自
分
だ
け
の
テ
ー
マ
を
背
負
っ
て
小
説
家
に
な
ろ
う
と
決
心
す
る
。 

 

一
九
五
一
年 

昭
和
二
十
六
年 

二
十
八
歳 

原
民
喜
自
殺
を
知
ら
せ
る
手
紙
と
遺
書
を
受
け
取
り
、
衝
撃
を
受
け
る
。
八
月 

モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
の
『
テ
レ

ー
ズ
・
デ
ス
ケ
ル
ー
』
の
舞
台
ラ
ン
ド
地
方
を
徒
歩
旅
行
。
井
上
洋
治
を
訪
ね
る
。
十
二
月 

血
痰
の
で
る

日
が
続
く
。 

 

一
九
五
二
年 

昭
和
二
十
七
年 

二
十
九
歳 

六
月 

多
量
の
血
痰
を
吐
き
、
九
月
ま
で
、
ス
イ
ス
と
の
国
境
近
く
の
コ
ン
プ
ル―
の
国
際
学
生
療
養
所
で

過
ご
す
。
パ
リ
高
等
師
範
学
校
や
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
哲
学
科
の
学
生
と
親
し
く
な
る
。
十
月 

パ
リ
の
日
本

館
に
移
る
。
コ
ン
プ
ル―

で
知
り
合
っ
た
友
人
た
ち
と
親
交
を
深
め
る
。
十
二
月 

肺
に
影
が
あ
り
ジ
ュ
ル

ダ
ン
病
院
に
入
院
。 

 

一
九
五
三
年 

昭
和
二
十
八
年 

三
十
歳 

一
月 

帰
国
の
た
め
退
院
し
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
哲
学
科
女
子
学
生
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
バ
ス
ト
ル
と
マ
ル

セ
イ
ユ
ま
で
の
旅
を
共
に
す
る
。
二
年
半
の
滞
仏
を
終
え
帰
国
。
父
の
経
堂
の
家
に
戻
る
。 

十
二
月
二
十
九
日
、
母
郁
が
脳
溢
血
で
倒
れ
、
突
然
の
死
去
（
五
十
八
歳
）。
愛
着
を
強
く
持
っ
て
い
た
母

の
孤
独
な
死
は
の
ち
迄
影
を
落
と
す
。
母
を
孤
独
の
中
で
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
後
ろ
め
た
さ
を
持
っ
た
と

思
わ
れ
る
。 

 

一
九
五
四
年 

昭
和
二
十
九
年 

三
十
一
歳 

「
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
評
伝
」（『
現
代
評
論
』
創
刊
号
）
発
表
。 

 

一
九
五
五
年 

昭
和
三
十
年 

三
十
二
歳 

七
月 

「
白
い
人
」（
近
代
文
学
）
に
よ
り
第
三
十
三
回
芥
川
賞
受
賞
。 

 

一
九
五
七
年 

昭
和
三
十
二
年 

三
十
四
歳 

六
月 

「
海
と
毒
薬
」（
文
学
界
）
発
表
。 

 

一
九
六
一
年 

昭
和
三
十
六
年 

三
十
八
歳 

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
肺
結
核
の
た
め
三
度
の
手
術
を
受
け
る
。
手
術
の
前
日
、
紙
の
踏
み
絵
を
見
る
。 
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一
九
六
四
年 

昭
和
三
十
九
年 

四
十
一
歳 

春
に
長
崎
を
旅
行
し
て
十
六
番
館
で
黒
い
足
指
の
痕
の
つ
い
た
踏
み
絵
を
偶
然
見
た
。 

 

一
九
六
六
年 

昭
和
四
十
一
年 

四
十
三
歳 

 

書
き
下
ろ
し
長
編
小
説
『
沈
黙
』
を
新
潮
社
よ
り
刊
行
。 

 

一
九
七
三
年 

昭
和
四
十
三
年 

五
十
歳 

 
 

『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
を
新
潮
社
よ
り
刊
行
。 

 

一
九
七
四
年 

昭
和
四
十
四
年 

五
十
三
歳 

「
母
な
る
も
の
」
刊
行
（
『
新
潮
文
庫
』
に
同
時
期
の
「
母
」

関
す
る
短
編
集
が
収
録
さ
れ
て
い
る
） 

一
九
七
八
年 

昭
和
五
十
三
年 
五
十
五
歳 

九
月 

『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』
を
新
潮
社
か
ら
刊
行
。 

 

一
九
九
三
年 

平
成
五
年 

七
十
歳 

六
月 

最
後
の
長
編
小
説
『
深
い
河
』
を
講
談
社
か
ら
刊
行
。 

 

一
九
九
六
年 

平
成
八
年 

七
十
三
歳 

九
月
二
十
九
日 

午
後
六
時
三
十
分
、
肺
炎
に
よ
る
呼
吸
不
全
に
よ
り
慶
応
義
塾
大
学
病
院
に
て
逝
去
。 

 

三 

「
影
に
対
し
て
」 

 

着
眼
点 

①
「
影
に
対
し
て
」
は
何
故
未
発
表
作
品
だ
っ
た
の
か
。
遠
藤
周
作
記
念
館
の
収
蔵
資
料
の
中

か
ら
清
書
さ
れ
た
ま
ま
発
見
さ
れ
た
。
発
見
後
、『
三
田
文
學
』
２
０
２
０
年
夏
季
号
に
掲
載
さ
れ
た
。 

②
「
影
」
と
は
何
を
指
し
、
何
を
意
味
し
て
い
る
か
。 

こ
の
作
品
に
は
「
イ
エ
ス
」「
神
」
は
、
直
接
は
出
て
こ
な
い
。
「
影
」「
神
」
に
つ
い
て
は
後
述
四 

周
作

の
「
神
」
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。
疎
外
さ
れ
る
母
、
求
道
者
（
激
し
い
女
）
と
し
て
の
母
、
弱
い
勝
呂
・
母

を
裏
切
る
勝
呂
。
俗
物
の
父
・
伯
母
・
勝
呂
の
妻
（
聖
と
俗
の
対
比
）
を
念
頭
に
以
下
読
み
進
め
て
い
た
だ

き
た
い 

注
・
▽
引
用
文
を
示
し
、
末
尾
に
文
庫
本
頁
数
を
表
示
。

⇩

は
解
説
文
。 

▽
（
彼
は
自
分
も
写
真
を
と
ら
れ
る
時
、
こ
の
父
と
同
じ
よ
う
に
、
気
の
弱
そ
う
な
微
笑
を
頬
に
浮
か
べ
る

こ
と
を
ふ
と
考
え
た
）
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
写
真
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
あ
き
ら
か
に
前
に
そ
こ
に
貼
り
つ

け
て
あ
っ
た
の
に
、
剥
ぎ
と
っ
た
痕
が
あ
っ
た
。
糊
の
あ
と
だ
け
が
灰
色
に
乾
い
て
残
っ
て
い
る
。
９ 

⇩

母
は
義
母
か
ら
疎
外
さ
れ
、
父
は
容
認
し
て
い
る
。「
気
の
弱
そ
う
な
父
」
は
「
影
」
で
あ
る
。 

▽
書
棚
に
は
仏
教
訓
話
集
や
成
長
の
家
の
全
集
が
並
べ
ら
れ
、
机
の
上
に
は
筆
立
て
や
ハ
ン
コ
や
大
き
な

銅
の
文
鎮
が
お
い
て
あ
る
。・
・
・
そ
れ
は
父
の
今
日
ま
で
の
変
化
の
な
い
生
活
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

１４ 

▽
「
何
の
書
き
物
で
す
か
」「
李
商
隠
の
伝
記
と
い
っ
た
も
の
だ
」「
い
ず
れ
本
に
し
て
出
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
」「
自
分
と
し
て
は
ま
あ
、
Ａ
社
な
ど
い
い
と
思
っ
て
い
る
」

１６ 

⇩

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
を
座
右
の
銘
と
す
る
現
実
派
。
株
を
買
い
、
老
後
保
険
に
入
り
老
後
に

備
え
て
い
る
。
俗
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

⇩

李
商
隠
（
り
し
ょ
う
い
ん
）
は
杜
牧
と
共
に
晩
唐
を
代
表
す
る
二
大
詩
人
と
さ
れ
る
。
数
々
の
「
無

題
」
の
詩
は
、
酬
い
ら
れ
ぬ
恋
の
悲
し
み
を
象
徴
主
義
的
、
耽
美
主
義
的
と
で
も
い
う
べ
き
手
法
で
告
白
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し
た
も
の
。
晩
唐
の
詩
に
明
治
の
人
は
異
常
な
ほ
ど
愛
着
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。 

 
 

 
 

 
 

楽
遊
原 

 
 

 

晩
（
く
れ
）
に
向
（
な
ん
な
）
ん
と
し
て
意
適
（
こ
こ
ろ
か
な
）
わ
ず
、 

 
 

 

車
を
駆
っ
て
古
原
に
登
る
。 

 
 

 

夕
陽
（
せ
き
よ
う
） 

限
り
無
く
好
し
、 

 
 

 

只
だ
是
れ 

黄
昏
（
こ
う
こ
ん
）
に
近
し
。 

 
 

 
 

 
 

常
蛾
（
じ
ょ
う
が
） 

 
 

 

雲
母
（
う
ん
も
）
の
屏
風
（
へ
い
ふ
う
） 

燭
影
深
く
、 

 
 

 

長
河 

漸
（
よ
う
や
）
く
落
ち 
暁
星
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
沈
む
。 

 
 

 

常
蛾
は
応
（
ま
さ
）
に
霊
薬
を
偸
み
し
を
悔
ゆ
る
な
る
べ
し
、 

 
 

 

碧
海
（
へ
き
か
い
） 

青
天 

夜
夜
の
心
。 

 

⇩

何
事
も
平
穏
無
事
を
信
条
と
す
る
父
は
仏
教
訓
話
集
、
成
長
の
家
の
全
集
を
愛
読
す
る
俗
物
で
あ

り
、
か
つ
李
商
隠
の
詩
に
傾
倒
す
る
こ
と
を
勝
呂
は
嘲
笑
し
て
い
る
。 

▽
母
は
な
ぜ
、
父
と
別
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。・
・
・
し
か
し
、
勝
呂
の
心
の
中
で
、
彼
女
の
思
い
出
が
美

化
さ
れ
れ
ば
美
化
さ
れ
る
だ
け
、
彼
に
は
父
に
た
い
す
る
軽
蔑
感
と
共
に
、
母
が
去
っ
て
い
っ
た
理
由
を

具
体
的
に
で
き
る
だ
け
突
き
つ
め
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

１８

離
婚
の
理
由
は
不
問
で
あ
る
。 

▽
母
の
従
兄
の
「
達
さ
ん
」・
・
・
母
は
卒
業
後
、
東
京
の
上
野
の
音
楽
学
校
に
入
学
し
た
い
気
持
ち
を
持

っ
て
い
た
。
し
か
し
両
親
に
は
げ
し
く
反
対
さ
れ
る
と
、
彼
女
は
あ
る
日
、
突
然
家
を
出
て
し
ま
っ
た
。
東

京
の
音
楽
学
校
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
勉
強
す
る
旅
費
と
当
分
の
生
活
費
を
作
る
た
め
、
姫
路
の
あ
る
家
庭

で
女
中
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・「
ま
あ
、
芯
が
強
か
っ
た
ん
や
ろ
う
が
」・
・
・
彼
は
眼
を
つ
ぶ
っ
て

ま
ぶ
た
の
裏
に
あ
る
母
の
影
像
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
。

２０ 
 

 

⇩

誰
に
も
理
解
さ
れ
な
い
、
母
は
孤
独
。
母
は
「
激
し
い
女
」。 

▽
（
芯
は
臆
病
な
意
志
の
弱
い
性
格
）
あ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
妻
の
批
評
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

２２ 

母
か
ら
ゆ
ず
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
が
何
か
は
ま
だ
言
え
な
い
が
、
父
か
ら
受
け
つ
い
だ
も
の
は
、
わ
か
る
よ

う
な
気
が
す
る
。
猫
背
の
姿
勢
や
、
と
も
角
も
何
と
か
や
っ
て
い
け
る
毎
日
に
す
み
つ
い
て
し
ま
お
う
と
す

る
自
分
の
臆
病
さ
や
弱
さ
ー
あ
れ
は
父
ゆ
ず
り
の
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
そ
う
い
う
風
に
傾
い

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
自
分
を
軽
蔑
し
、
軽
蔑
で
は
足
り
ず
、
そ
ん
な
と
き
の
父
を
嫌
う
こ
と
で
抵
抗
し
よ

う
と
し
て
い
た
。

２５

・

２６ 

⇩

母
の
よ
う
に
強
く
な
れ
な
い
自
分
（「
母
」
へ
の
あ
こ
が
れ
と
な
る
）、
反
面
、
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
を
信
条
と
す
る
父
の
性
格
（
影
）
を
自
覚
し
て
い
る
。 

▽
あ
の
小
心
な
性
格
は
、
旧
制
高
校
の
教
師
と
い
う
職
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
と
て
も
妻
以
外
の
女
に
手
を

出
す
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
筈
だ
。
母
は
い
わ
ゆ
る
世
間
的
な
意
味
で
は
父
に
裏
切
ら
れ
た
筈
は
な
か

っ
た
。（
だ
が
父
は
別
の
形
で
母
を
裏
切
っ
た
の
だ
ろ
う
か
）

２７ 

妻
は
手
を
動
か
し
な
が
ら
言
っ
た
。「
欲
を
言
え
ば
き
り
が
な
い
わ
。
で
も
あ
た
し
、
結
局
、
何
も
起
こ
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
が
一
番
、
幸
福
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
近
頃
お
も
っ
て
い
る
の
」

２８ 
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⇩

父
母
の
離
婚
の
理
由
を
考
え
る
。
勝
呂
は
妻
の
俗
物
性
に
父
の
影
を
見
る
。 

▽
だ
が
三
十
年
前
、
子
供
だ
っ
た
彼
の
前
で
、
三
時
間
も
四
時
間
も
一
つ
の
音
を
探
り
求
め
よ
う
と
し
て
い

た
母
の
姿
や
、
ま
る
で
機
械
の
よ
う
に
弦
の
上
を
休
む
こ
と
な
く
動
き
つ
づ
け
て
い
た
そ
の
手
や
、
皮
の
よ

う
に
潰
れ
た
指
先
を
幾
十
回
と
な
く
思
い
出
す
に
つ
れ
て
、
そ
れ
は
勝
呂
に
と
っ
て
た
ん
に
懐
か
し
さ
以

上
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
眉
を
不
満
そ
う
に
し
か
め
、
飽
く
こ
と
な
く
一
つ
の
旋
律
を
追
い
求
め
て

い
た
母
。
音
の
旋
律
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
旋
律
を
自
分
の
爪
で
は
じ
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
母
。

３１ 

⇩

ひ
た
す
ら
求
め
る
母
。「
わ
が
魂
を
な
ん
じ
に
委
ね
た
て
ま
つ
る
」
の
イ
エ
ス
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。 

▽
「
・
・
・
お
前
が
自
分
で
小
説
家
に
な
り
た
い
な
ら
、
明
日
か
ら
で
も
自
分
で
食
っ
て
み
る
が
い
い
」・
・
・

そ
れ
が
た
ん
に
息
子
に
対
す
る
説
諭
で
な
く
、
母
に
た
い
す
る
軽
蔑
が
暗
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
た
か
ら
だ
。

３４ 

⇩

「
俗
」
と
「
聖
」
の
対
立
。
民
衆
は
イ
エ
ス
に
パ
ン
と
ロ
ー
マ
の
圧
政
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
い
た
。

そ
の
要
求
が
満
た
さ
れ
な
い
と
見
た
民
衆
は
イ
エ
ス
を
見
捨
て
た
。
民
衆
だ
け
で
な
く
十
二
使
徒
も
逃
げ

た
。
無
力
な
イ
エ
ス
。
見
捨
て
ら
れ
た
イ
エ
ス
。 

▽
そ
う
、
母
は
彼
女
の
住
ん
で
い
る
貧
し
い
ア
パ
ー
ト
で
誰
か
ら
も
看
と
ら
れ
ず
死
ん
で
い
っ
た
。
知
ら
せ

を
聞
い
て
勝
呂
が
駆
け
付
け
た
時
は
、
母
の
死
体
の
そ
ば
に
は
電
話
を
か
け
て
く
れ
た
管
理
人
の
お
ば
さ

ん
が
一
人
、
お
ろ
お
ろ
と
し
て
坐
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
血
の
気
も
な
く
紙
よ
り
青
白
く
な
っ
た
そ
の
死

顔
の
眉
と
眉
と
の
間
に
、
苦
し
そ
う
な
暗
い
影
が
残
っ
て
い
た
。

３４ 

⇩

母
マ
リ
ア
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
な
ど
女
性
の
弟
子
は
最
後
ま
で
イ
エ
ス
の
そ
ば
を
離
れ
な
か
っ
た

（
管
理
人
の
お
ば
さ
ん
の
存
在
に
留
意
）。「
聖
書
の
女
性
に
は
、
二
つ
の
型
が
あ
る
。
も
の
す
ご
く
激
し
い

女
、
そ
の
激
し
い
も
の
を
通
し
て
イ
エ
ス
に
接
近
し
た
女
、
一
方
は
、
自
分
の
悲
し
さ
、
苦
し
み
を
通
し
て

イ
エ
ス
に
接
近
し
た
。・
・
・
こ
う
い
う
煩
悩
や
執
着
が
逆
に
彼
女
た
ち
を
神
に
接
近
さ
せ
て
い
る
・
・
・
。

ま
た
、
こ
う
し
た
女
た
ち
を
だ
ん
だ
ん
総
合
し
て
い
っ
て
、
そ
れ
を
清
め
て
い
っ
た
も
の
が
、
聖
母
マ
リ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。」
（『
私
に
と
っ
て
神
と
は
』
光
文
社

８９

・

９０

）
。
勝
呂
の
中
で
「
母
は
復
活
す
る
」
こ

と
を
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

⇩
「
苦
し
そ
う
な
暗
い
影
が
残
っ
て
い
た
」
母
の
死
顔
は
、『
深
い
河
』
の
女
神
チ
ャ
ー
ム
ン
ダ
ー
（
遠
藤

の
創
作
）
に
通
底
し
て
い
る
。「
彼
女
は
そ
ん
な
病
苦
や
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
も
、
萎
び
た
乳
房
か
ら
人
間

に
乳
を
与
え
て
い
る
ん
で
す
」「
彼
女
は
印
度
人
と
共
に
苦
し
ん
で
い
る
。」。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
聖
母
マ
リ
ア

と
ち
が
っ
た
印
度
の
母
な
る
チ
ャ
ム
ン
ダ
ー
な
ん
で
す
」 

⇩

「
ガ
ン
ジ
ス
河
を
見
る
た
び
、
僕
は
玉
ね
ぎ
（
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
）
を
考
え
ま
す
・
・
・
玉
ね
ぎ
と
い

う
愛
の
河
は
ど
ん
な
醜
い
人
間
も
ど
ん
な
よ
ご
れ
た
人
間
も
す
べ
て
拒
ま
ず
受
け
入
れ
て
流
れ
ま
す
」。
母

の
死
顔
の
描
写
は
周
作
文
学
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

▽
そ
の
年
、
母
の
演
奏
会
が
青
年
会
館
で
開
か
れ
た
。・
・
・
人
影
の
な
い
廊
下
に
出
る
と
、
ガ
ラ
ン
と
し

た
椅
子
に
父
が
一
人
、
壁
に
向
き
合
っ
た
ま
ま
腰
か
け
て
い
た
。
そ
の
時
の
父
の
う
し
ろ
姿
に
は
、
だ
れ
か

ら
も
相
手
に
さ
れ
な
い
、
寂
し
そ
う
な
翳
が
あ
っ
た
。

４０ 

▽
父
の
姉
夫
婦
が
奉
天
か
ら
大
連
に
移
っ
て
き
た
の
は
こ
の
入
院
中
で
あ
る
。
勝
呂
が
二
十
数
年
た
っ
た

今
で
も
憶
え
て
い
る
こ
と
は
、
病
院
で
、
伯
母
と
母
と
の
間
で
行
わ
れ
た
言
い
争
い
で
あ
る
。・
・
・
伯
母
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は
金
歯
の
い
っ
ぱ
い
は
い
っ
た
口
を
と
が
ら
せ
な
が
ら
、「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
い
い
け
れ
ど
、
女
は
ま
ず
家

を
ま
と
め
る
の
が
仕
事
だ
と
思
う
け
ど
ね
」

４２ 

「
こ
の
子
が
病
気
に
な
っ
た
の
も
」
伯
母
は
た
た
み
か

け
る
よ
う
に
「
あ
ん
た
が
音
楽
ば
か
り
に
か
ま
け
て
見
て
や
ら
な
か
っ
た
為
じ
ゃ
な
い
か
い
」

４３ 

⇩

金
歯
の
伯
母
は
俗
物
そ
の
も
の
の
印
象
を
受
け
る
。
「
命
の
衰
え
た
者
が
命
の
あ
ふ
れ
た
女
子
高
生
に

抱
く
憎
し
み
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
自
分
が
も
う
失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
へ
の
あ
さ
ま
し
執
念
と
、
充
実
し
て

い
る
存
在
を
傷
つ
け
た
い
と
い
う
サ
デ
ィ
ズ
ム
が
無
意
識
か
ら
怪
物
の
よ
う
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、
形
を
と

っ
た
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
」（『
夫
婦
の
一
日
』
新
潮
社

117

）。「
捕
ら
え
ら
れ
た
イ
エ
ス
を
嘲
笑
す
る
群
衆

の
な
か
に
私
は
一
人
の
老
人
の
姿
を
発
見
す
る
。
イ
エ
ス
は
血
や
泥
で
よ
ご
れ
た
ま
ま
温
和
し
く
連
れ
て

い
か
れ
る
。
抵
抗
も
し
な
い
。
眼
を
ふ
せ
て
い
る
。
し
か
し
老
人
の
前
で
顔
を
あ
げ
る
。
老
人
を
見
た
眼
は

き
よ
ら
か
だ
っ
た
。
少
女
の
よ
う
に
き
よ
ら
か
だ
っ
た
。
永
遠
に
消
え
ぬ
純
粋
な
も
の
の
前
に
老
人
は
た
じ

ろ
ぐ
。
そ
れ
が
老
人
の
嫉
妬
心
を
か
り
た
て
る
。
彼
は
思
わ
ず
イ
エ
ス
に
唾
を
は
き
か
け
る
。
せ
め
て
そ
の

肉
体
だ
け
で
も
辱
め
る
た
め
に
、・
・
・
。」

119

同
書
。 

伯
母
も
父
も
ひ
た
す
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
打
ち
込
む
母
に
、
嫉
妬
心
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
っ

す
ぐ
に
進
む
（
キ
リ
ス
ト
の
清
ら
か
な
眼
）
母
に
、
唾
す
る
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
振
る
舞
い
。 

▽
烈
し
い
雨
が
降
っ
た
。・
・
・
縁
側
に
た
っ
た
勝
呂
は
急
に
悔
恨
と
も
自
責
と
も
つ
か
ぬ
感
情
が
胸
を
つ

き
あ
げ
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
突
然
な
ぜ
、
そ
ん
な
感
情
に
捉
わ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
頭
の
ど
こ
か
で

お
前
の
生
き
方
は
嘘
だ
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

57 

▽
あ
の
時
、
た
と
え
学
校
な
ど
に
行
け
な
く
と
も
、
母
に
つ
い
て
い
く
べ
き
だ
っ
た
の
に
、
そ
の
母
を
見
捨

て
た
自
分
の
弱
さ
、
卑
怯
さ
が
苦
し
い
の
で
あ
る
。

６０ 

母
を
見
捨
て
た
自
分
が
み
じ
め
で
汚
れ
て
卑
怯
者
だ
と
い
う
気
持
ち
を
、
背
中
で
痛
い
ほ
ど
感
じ
な
が
ら
、

彼
は
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
中
に
か
け
た
。

62 

⇩

拒
絶
し
な
い
こ
と
は
罪
つ
く
り
の
共
犯
者
で
あ
る
。
勝
呂
は
何
度
も
母
を
裏
切
る
。
ペ
テ
ロ
の
否
認
を

想
起
さ
せ
る
。
勝
呂
は
「
沈
黙
」
の
キ
チ
ジ
ロ
ー
が
重
な
る
。「
お
前
の
生
き
方
は
嘘
だ
」
と
勝
呂
は
母
の

持
し
め
る
も
の
に
開
眼
し
た
（
母
の
復
活
）。 

▽
結
婚
生
活
の
間
は
、
父
を
軽
蔑
し
て
い
た
た
め
か
、
ま
だ
温
和
し
く
冷
や
や
か
な
笑
い
し
か
う
か
べ
な
か

っ
た
母
は
、
離
婚
後
、
年
を
と
る
に
つ
れ
て
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
っ
た
。
時
に
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
さ
え
な

っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
彼
は
思
い
だ
し
た
く
は
な
い
。
し
か
し
、
母
の
人
生
を
た
ど
る
た
め
に
は
や
は
り

思
い
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。・
・
・
彼
は
こ
の
学
校
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
時
の
母
の
姿
を
想
い
う
か
べ
た
。・
・
・ 

教
養
の
た
め
の
音
楽
な
ど
は
存
在
し
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
だ
。

66

・

67 

▽
「
母
さ
ん
に
会
い
た
か
ろ
う
が
・
・
・
」
声
を
ひ
そ
め
て
言
っ
た
。「
心
配
せ
ん
で
え
え
よ
。
い
つ
か
必

ず
会
わ
せ
て
や
る
か
ら
な
。
伯
母
ち
ゃ
ん
に
委
し
と
き
な
さ
い
」 

だ
が
そ
の
伯
母
の
言
葉
に
は
、
ど
ち
ら

に
も
い
い
顔
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
狡
さ
が
感
じ
ら
れ
、
う
つ
む
い
た
ま
ま
勝
呂
は
返
事
を
し
な
か
っ
た
。

68 

「
節
さ
ん
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
う
ま
く
い
か
ん
ら
し
い
な
。
も
う
勤
め
先
だ
け
で
も
二
つ
変
え
た
・
・
・
」 

「
人
と
妥
協
す
る
こ
と
を
知
ら
ん
女
だ
か
ら
」

68 

⇩

母
も
勝
呂
も
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
。
伯
母
の
話
は
棄
教
を
強
い
る
（
勝
呂
に
「
母
」
を
あ
き

ら
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
）
役
人
の
よ
う
な
狡
猾
さ
が
あ
る
。
父
と
伯
母
に
は
母
の
行
動
が
嘲
笑
す
べ
き
も
の
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と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
（
道
化
と
見
な
さ
れ
て
い
る
母
）。
良
妻
賢
母
の
女
性
（
伯
母
）
は
自
分
に
不

可
解
な
こ
と
を
拒
絶
し
、
時
に
軽
蔑
す
る
。 

▽
し
か
し
そ
の
年
、
彼
は
遂
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
母
が
東
京
か
ら
大
阪
に
出
て
き
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。 

久
し
ぶ
り
で
見
る
母
は
ひ
ど
く
疲
れ
て
青
い
顔
を
し
て
い
た
。
彼
を
見
た
時
、
母
は
頬
に
泪
を
な
が
し

た
。・
・
・「
な
ん
で
も
い
い
か
ら
」
母
は
彼
に
む
か
っ
て
言
っ
た
。「
自
分
し
か
で
き
な
い
と
思
う
こ
と
を

見
つ
け
て
頂
戴
」「
母
さ
ん
が
な
ん
の
た
め
に
、
こ
う
し
て
一
生
懸
命
い
き
て
き
た
か
、
よ
く
考
え
て
頂
戴
」 

69 

そ
の
時
、
何
気
な
く
聞
い
た
言
葉
は
く
り
か
え
し
、
く
り
か
え
し
母
の
こ
と
を
心
に
甦
ら
す
に
つ
れ
、

な
ぜ
か
彼
に
は
た
だ
一
つ
の
言
葉
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ず
っ
と
あ
と
で
の
話
で

あ
る
。

70 

▽
な
ぜ
な
ら
勝
呂
は
決
し
て
母
を
幻
滅
さ
す
よ
う
な
こ
と
を
返
事
に
書
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。・
・
・

（
あ
の
時
、
な
ぜ
母
に
嘘
を
つ
い
た
の
か
）

71 

▽
伯
母
が
母
の
こ
と
を
こ
の
時
、
勝
呂
の
前
で
節
さ
ん
と
呼
ん
だ
の
は
始
め
て
で
あ
る
。
そ
し
て
父
の
妻
に

な
る
女
性
の
こ
と
を
新
し
い
お
母
さ
ん
と
言
っ
た
。
こ
の
言
い
か
た
は
、
勝
呂
の
胸
を
ひ
ど
く
傷
つ
け
た
が
、

彼
は
黙
っ
て
い
た
。
い
や
だ
と
も
言
わ
な
か
っ
た
。
自
分
が
母
を
今
、
ま
た
裏
切
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ

な
が
ら
黙
っ
て
い
た
。・
・
・
・
・
・
結
果
的
に
自
分
が
母
を
一
歩
一
歩
孤
独
に
さ
せ
、
見
棄
て
る
生
活
に

落
ち
て
い
く
の
も
事
実
だ
っ
た
。

72 

⇩

官
憲
の
追
及
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
の
弟
子
は
否
認
し
て
裏
切
っ
た
。
勝
呂
は
母
へ
の
手
紙
で
も
嘘
を
つ

き
、
伯
母
の
言
葉
を
拒
絶
し
て
い
な
い
。
孤
独
な
母
。
弱
い
勝
呂
。 

▽
「
昨
日
、
母
さ
ん
は
Ｓ
さ
ん
の
音
楽
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。」「
Ｓ
さ
ん
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
弾
い
て

い
ま
す
」

75 

「
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
の
こ
と
な
ら
、
練
習
で
誰
で
も
う
ま
く
な
れ
ま
す
が
、
音
楽
に
は
も

っ
と
高
い
、
も
っ
と
も
っ
と
高
い
何
か
が
あ
る
の
だ
と
母
さ
ん
は
い
つ
も
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
」「
母
は
自

分
に
余
り
に
期
待
し
す
ぎ
て
い
る
。
彼
女
が
歩
い
た
と
同
じ
人
生
を
彼
に
要
求
す
る
。
そ
れ
が
愛
情
で
裏
づ

け
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
彼
に
は
い
つ
し
か
重
荷
に
な
っ
て
い
た
。
彼
の
身
体
に
は
母
の
血
も
流
れ
て
い
た

が
、
同
時
に
父
か
ら
受
け
た
性
格
も
ま
じ
っ
て
い
た
。
」
76
「
母
さ
ん
は
他
の
も
の
は
あ
な
た
に
与
え
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
普
通
の
母
親
た
ち
と
ち
が
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
あ
な
た
に
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
と

ー
そ
れ
を
今
は
あ
な
た
に
た
い
す
る
お
わ
び
の
気
持
ち
と
一
緒
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
い
る
の
で
す
。」

77 

⇩

母
は
音
楽
に
「
も
っ
と
も
っ
と
高
い
何
か
」
を
求
め
て
い
る
（
魂
？
）。
勝
呂
の
中
で
母
な
る
も
の
と
、

父
な
る
も
の
（
血
の
流
れ
）
が
葛
藤
し
て
い
る
。
母
の
愛
情
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
求
め
る
も
の
が
重
荷
で

も
あ
っ
た
。「
聖
」
と
「
俗
」
の
対
立
。
平
穏
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
で
な
く
、
困
難
で
は
あ
る
が
足
跡
の

残
る
砂
浜
を
歩
め
と
勝
呂
を
諭
す
。 

▽
し
か
し
母
の
教
え
子
で
あ
る
鮎
川
さ
ん
、
母
の
音
楽
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
Ｓ
さ
ん
、
そ
の
人
た

ち
ま
で
今
は
母
の
生
き
方
を
蔑
む
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
の
が
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。・
・
・
あ
な
た
た
ち

に
は
母
の
生
き
方
が
わ
か
る
ま
い
。
あ
な
た
た
ち
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
子
供
の
お
れ
に
は
わ
か
る
と
彼
は

呟
き
つ
づ
け
る
。

82 

⇩

イ
エ
ス
は
十
二
使
徒
に
も
裏
切
ら
れ
た
。
母
は
音
楽
仲
間
に
さ
え
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。 
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▽
「
親
爺
な
ん
か
に
は
借
り
た
く
な
い
」
「
言
い
ま
す
と
も
、
あ
な
た
な
ん
か
、
お
父
さ
ま
ぐ
ら
い
に
も
、

な
れ
な
い
ん
じ
ゃ
あ
あ
り
ま
せ
ん
か
」・
・
・
母
の
青
白
い
額
に
は
ま
だ
苦
し
そ
う
な
翳
が
残
っ
て
い
た
。

85 

四 

周
作
の
「
神
」 

（『
私
に
と
っ
て
神
と
は
』
光
文
社
） 

１
、 

〔
身
体
に
合
わ
せ
て
仕
立
て
直
し
た
宗
教
〕
た
ぶ
ん
私
は
、
母
親
に
対
す
る
愛
着
が
非
常
に
強
い
男 

な
も
の
だ
か
ら
、
母
親
が
一
生
懸
命
だ
っ
た
も
の
を
む
げ
に
棄
て
る
と
い
う
の
は
、
母
親
に
対
し
て
申
し
わ

け
な
い
と
い
う
気
分
が
、
ど
こ
か
に
あ
っ
た
の
で
す
。

１０ 

２
、 

そ
れ
で
母
親
が
く
れ
た
こ
の
洋
服
を
、
お
の
れ
の
身
体
に
合
っ
た
和
服
に
仕
立
て
直
し
て
み
よ
う
と 

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

１１ 

３
、 

〔
夜
半
に
目
覚
め
て
〕
私
は
、
自
力
で
自
分
の
人
生
の
い
ろ
ん
な
こ
が
処
理
で
き
な
い
男
だ
か
ら
、 

私
の
『
侍
』
の
主
人
公
と
同
じ
よ
う
に
、
大
き
な
も
の
に
身
体
を
預
け
て
し
ま
い
ま
す
。「
す
べ
て
を
委
ね

た
て
ま
つ
る
」（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
）―

あ
の
気
持
ち
で
す
。

１６ 

４
、 

正
宗
白
鳥
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
人
間
に
は
、
人
に
知
ら
れ
る
よ
り
死
ん
だ
ほ
う
が
ま 

し
だ
と
思
う
よ
う
な
秘
密
が
だ
れ
に
も
一
つ
は
あ
る
ん
だ
、・
・
・
・
・
。

１６ 

５
、 

〔
神
の
存
在
を
感
じ
る
時
〕
神
は
直
接
目
に
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
私
と
い
う
者
を
通 

し
て
あ
な
た
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
な
る
。
神
は
い
つ
も
、
だ
れ
か
人
を
通
し
て
か
何
か
を
通
し
て
働
く
わ

け
で
す
。・
・
・
神
と
い
う
も
の
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
中
で
、
そ
の
人
の
人
生
を
通
し
て

働
く
も
の
だ
・
・
・
そ
の
人
の
背
中
を
後
ろ
か
ら
押
し
て
く
れ
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

２０ 

６
、
そ
れ
に
も
う
一
つ
、
悪
の
中
に
も
罪
の
中
に
も
神
の
働
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

２１ 

７
、
〔
神
の
働
き
〕
で
は
、
神
が
私
に
対
し
て
ど
う
働
い
て
く
れ
た
か
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
は
私
の
場
合
、

母
親
と
い
う
も
の
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
私
の
人
生
に
お
い
て
非
常
に
関
係
の
深
い
人
々
を
通

し
て
と
い
う
形
で
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。

２６ 

８
、〔
人
の
行
為
を
決
定
す
る
も
の
〕
仏
が
働
い
た
り
、
キ
リ
ス
ト
が
働
く
の
は
、
意
識
の
世
界
で
は
な
く
、

こ
の
心
の
奥
底
な
の
だ
な
、
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。（
注
・
魂
）

２９ 

９
、〔
後
ろ
か
ら
押
す
も
の
〕
後
ろ
の
ほ
う
か
ら
、
い
ろ
ん
な
人
を
通
し
て
目
に
見
え
な
い
力
で
私
の
人
生

を
押
し
て
行
っ
て
、
今
日
こ
の
私
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

３１ 

１０

、
私
の
母
が
母
で
あ
っ
た
最
も
大
き
な
理
由
は
、
彼
女
の
中
の
キ
リ
ス
ト
と
い
う
の
が
私
と
つ
な
が
っ

て
い
た
点
で
す
。

３３ 

１１

、〔
イ
エ
ス
の
最
後
の
言
葉
〕
日
本
で
は
聖
書
に
あ
る
イ
エ
ス
の
最
後
の
時
の
「
主
よ
、
主
よ
、
な
ん
ぞ

我
を
見
捨
て
た
ま
う
や
」
と
い
う
言
葉
を
、
特
に
イ
ン
テ
リ
な
ど
が
イ
エ
ス
の
絶
望
の
言
葉
と
し
て
と
ら
え

す
ぎ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
元
来
、
詩
篇
二
十
二
編
の
冒
頭
の
句
な
の
で
す
が
、
そ
れ
は
三
十
一
篇

に
出
て
く
る
「
わ
が
魂
を
な
ん
じ
に
委
ね
た
て
ま
つ
る
」
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

６７ 

イ
エ
ス
は
絶
望
し
て
苦
し
ん
だ
が
そ
れ
を
超
え
て
「
す
べ
て
を
委
ね
た
て
ま
つ
る
」
に
な
る
こ
と
と
、
み
ん

な
は
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
許
し
て
や
っ
て
く
れ
、
と
言
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
イ
エ
ス
ら
し
い
言
葉
だ
と
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思
い
ま
す
。

６８ 

１２

、〔
復
活
と
い
う
こ
と
〕
イ
エ
ス
の
本
質
て
き
な
も
の
が
キ
リ
ス
ト
で
、
そ
の
本
質
的
な
も
の
が
生
き
始

め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
実
の
イ
エ
ス
よ
り
も
真
実
の
イ
エ
ス
と
し
て
生
き
始
め
た
こ
と
、
こ
れ
が
復
活

の
第
一
の
意
味
で
す
。・
・
・
・
今
日
ま
で
私
は
自
分
の
母
や
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
結
び
つ

い
た
の
は
、
イ
エ
ス
が
母
や
そ
れ
ら
の
人
々
の
人
生
を
通
し
て
私
を
つ
な
ぎ
と
め
た
か
ら
、
と
い
う
感
じ
が

あ
り
、
イ
エ
ス
は
、
や
は
り
そ
れ
ら
の
人
々
の
中
で
生
き
て
い
る
、
復
活
し
て
い
る
、
と
思
っ
て
き
た
か
ら

で
す
。

７７

（
注
・
イ
エ
ス
は
普
通
の
名
前
、
キ
リ
ス
ト
は
救
い
主
の
称
号
） 

神
の
理
念
を
人
間
の
肉
体
を
持
っ
て
表
し
た
の
が
イ
エ
ス
で
す
。

７９ 
 

１３

、〔
裏
切
っ
た
使
徒
た
ち
〕
教
え
て
い
る
こ
と
は
結
局
「
愛
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
わ

け
で
す
。
イ
エ
ス
は
そ
の
「
愛
」
を
最
後
の
死
の
苦
し
み
の
な
か
で
身
を
も
っ
て
教
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

（

８７

） 

１４

、〔
聖
書
の
中
の
女
〕
一
つ
は
、
新
約
聖
書
の
中
で
立
派
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
女
性
も
、
非
常
に
激
し
い

性
格
の
持
ち
主
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。・
・
・
二
番
目
は
、
男
の
弟
子
は
、
イ
エ
ス
の
こ
と
が
あ
ま
り
わ
か

ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
女
性
の
弟
子
の
ほ
う
が
イ
エ
ス
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。

８９ 

イ
エ
ス
の
母
親
も
「
マ
リ
ア
」、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
も
「
マ
リ
ア
」、
ベ
タ
ニ
ア
に
住
ん
で
い
た
ラ
ザ
ロ
の

妹
も
「
マ
リ
ア
」・
・
・
こ
れ
ら
の
マ
リ
ア
が
全
部
合
わ
さ
っ
た
の
が
「
聖
母
マ
リ
ア
」
と
考
え
て
い
い
か

も
し
れ
な
い
。

９１ 

烈
し
い
女
と
い
う
の
は
、
神
や
愛
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
が
、
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

９８ 

聖
書
の
女
性
に
は
、
二
つ
の
型
が
あ
る
。
も
の
す
ご
く
激
し
い
女
、
そ
の
激
し
い
も
の
を
通
し
て
イ
エ
ス
に

接
近
し
た
女
、
一
方
は
、
自
分
の
悲
し
さ
、
苦
し
み
を
通
し
て
、
イ
エ
ス
に
接
近
し
た
。
い
ず
れ
も
、
仏
教

の
ほ
う
で
言
う
と
、
煩
悩
や
執
着
で
す
。・
・
・
そ
の
煩
悩
の
中
に
神
の
働
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ

が
キ
リ
ス
ト
教
で
す
。

１０１ 

１５

、〔
執
着
を
捨
て
る
か
、
超
え
る
か
〕
私
は
死
ん
だ
母
親
に
非
常
に
執
着
し
ま
す
。・
・
・
キ
リ
ス
ト
教

で
は
、
母
性
に
執
着
す
る
こ
と
が
、
い
つ
の
間
に
か
マ
リ
ア
へ
の
あ
こ
が
れ
や
同
伴
者
の
キ
リ
ス
ト
に
対
す

る
渇
望
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
に
も
な
る
の
で
す
。

１２８ 

１６

、〔
罪
の
考
え
方
の
違
い
〕
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
の
救
い
と
い
う
の
は
、
私
の
考
え
で
は
、
自
分
の
存
在

を
純
化
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
神
に
よ
っ
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を

聖
化
す
る
こ
と
で
す
。

１４８ 

五 

周
作
の
「
母
」（『
母
な
る
も
の
』
新
潮
文
庫
）
注
・「
母
な
る
も
の
」
は
昭
和
四
十
四
年
一
月
発
表 

１
、 

平
生
、
す
ぐ
に
思
い
出
す
母
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
激
し
く
生
き
る
女
の
姿
で
あ
る
。・
・
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ 

ン
を
顎
に
は
さ
ん
だ
顔
は
固
く
、
石
の
よ
う
で
・
・
・
た
っ
た
一
つ
の
音
を
掴
み
だ
そ
う
と
す
る
よ
う
だ
っ

た
。

１６ 

２
、 

小
学
校
時
代
の
母
の
イ
メ
ー
ジ
。
そ
れ
は
私
の
心
に
は
夫
か
ら
棄
て
ら
れ
た
女
と
し
て
の
母
で
あ 

る
。・
・
・
・
中
学
時
代
の
母
。・
・
・
そ
の
頃
、
た
っ
た
一
つ
の
信
仰
を
求
め
て
、
き
び
し
い
、
孤
独
な
生
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活
を
追
い
求
め
て
い
た
。

１８ 

３
、 

母
に
嘘
を
つ
く
こ
と
を
お
ぼ
え
た
。

２６ 

・
・
・
た
し
か
に
き
び
し
い
母
に
た
い
す
る
仕
返
し
が
あ 

っ
た
。

２７ 
や
が
て
、
一
週
に
一
度
は
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
日
曜
日
の
教
会
さ
え
、
さ
ぼ
る
よ
う
に
な

り
、

２９

・
・
・
時
折
、
私
は
母
の
財
布
を
あ
け
る
習
慣
が
つ
い
て
い
た
。
夕
暮
ま
で
映
画
を
み
て
、
何
食

わ
ぬ
顔
を
し
て
家
に
戻
っ
た
。・
・
・
母
が
そ
こ
に
立
っ
て
い
た
。
物
も
言
わ
ず
、
私
を
見
つ
め
て
い
る
。

や
が
て
そ
の
顔
が
ゆ
っ
く
と
歪
み
、
歪
ん
だ
頬
に
、
ゆ
っ
く
り
と
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

３０ 

４
、 

切
支
丹
時
代
・
・
・
転
び
者
の
子
孫
・
・
・
世
間
に
は
嘘
を
つ
き
、
本
心
は
誰
に
も
見
せ
ぬ
と
い
う
二 

重
の
生
き
方
・
・
・
私
に
も
決
し
て
今
ま
で
口
に
出
さ
ず
、
死
ぬ
ま
で
誰
に
も
言
わ
ぬ
で
あ
ろ
う
一
つ
の
秘

密
が
あ
る
。

４０ 

５
、・
・
・
長
い
歳
月
の
間
に
日
本
の
か
く
れ
た
ち
の
な
か
で
い
つ
か
身
に
つ
か
ぬ
す
べ
て
の
も
の
を
棄
て

さ
り
も
っ
と
も
日
本
の
宗
教
の
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
、
母
へ
の
思
慕
に
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
私
は

そ
の
時
、
自
分
の
母
の
こ
と
を
考
え
、
母
は
ま
た
私
の
そ
ば
に
灰
色
の
翳
の
よ
う
に
立
っ
て
い
た
。
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
る
姿
で
も
な
く
、
ロ
ザ
リ
オ
を
く
っ
て
い
る
姿
で
も
な
く
、
両
手
を
前
に
合
わ
せ
、
少

し
哀
し
げ
な
眼
を
し
て
私
を
見
つ
め
な
が
ら
た
っ
て
い
た
。

５５ 

 

五 

終
わ
り
に 

１
「
影
に
対
し
て
」
は
、
周
作
の
母
を
巡
る
記
憶
と
体
験
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
を
美
化
す
る
こ
と
に

主
題
が
あ
る
。
そ
し
て
『
影
に
対
し
て
』
の
諸
編
を
通
し
て
、
母
の
記
憶
を
示
し
た
。 

加
藤
宗
哉
『
遠
藤
周
作
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
）
に
よ
れ
ば
、
周
作
は
終
生
、
母
の
遺
影
を
肌
身
離

さ
ず
所
持
し
た
。
郁
が
和
服
姿
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
右
手
に
抱
え
、
顔
を
正
面
に
向
け
て
笑
み
を
み
せ
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
も
う
一
枚
の
写
真
、「
周
作
の
蔵
書
の
う
ち
の
一
冊
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ッ
プ
ス
の
原
書

の
百
二
十
頁
か
ら
、
死
の
直
後
の
母
の
写
真
が
発
見
さ
れ
た
が
、・
・
・
郁
は
明
ら
か
に
苦
し
気
な
表
情
を

見
せ
て
い
る
。
頬
は
歪
み
、
左
右
の
眉
も
寄
せ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
」（『
遠
藤
周
作
』） 

夫
、
伯
母
、
親
戚
、
教
え
子
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
母
。
勝
呂
は
「
音
楽
よ
り
、
も
っ
と
高
い
も
の
を
」
を

求
め
る
母
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
反
発
し
、
時
に
は
裏
切
っ
た
。
「
弱
者
」
は
「
強
者
」
に
は
な
れ
な
い
。

「
人
間
に
も
し
、
強
者
と
弱
者
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
あ
の
頃
の
貴
方
は
本
当
に
強
い
人
だ
っ
た
。
そ
し
て

僕
は
意
気
地
な
し
の
弱
虫
だ
っ
た
。」（「
影
法
師
」

151

）。
弱
者
の
自
覚
は
自
分
を
追
い
詰
め
、
罪
意
識
に

捉
わ
れ
る
。
し
か
し
、
母
は
弱
者
の
勝
呂
を
見
捨
て
て
は
い
な
い
。
母
性
回
帰
の
念
が
生
ず
る
と
き
、
母
に

対
す
る
裏
切
り
の
罪
意
識
は
、
必
然
的
に
罪
の
許
し
を
求
め
る
。
現
実
の
生
活
に
妥
協
し
よ
う
と
す
る
と
、

「
そ
の
時
、
ま
る
で
残
酷
な
悪
戯
の
よ
う
に
勝
呂
の
頭
に
あ
の
母
の
死
顔
が
浮
か
ん
で
き
た
。
」。
45 

「
普

通
の
親
た
ち
と
ち
が
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
あ
な
た
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

ー
」
77 

勝
呂

は
母
の
死
に
直
面
し
て
、
裏
切
ら
れ
て
も
、
期
待
に
添
わ
な
く
と
も
許
す
母
を
直
感
し
た
。
丁
度
、
弟
子
た

ち
に
裏
切
ら
れ
て
も
許
し
た
キ
リ
ス
ト
を
重
ね
た
と
思
わ
れ
る
。「
弱
者
」
勝
呂
は
許
し
を
請
う
て
い
る
の

だ
が
、
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
聖
化
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

心
に
突
き
さ
さ
っ
た
も
の
は
、
ガ
ン
ジ
ス
河
と
、
そ
し
て
江
波
が
説
明
し
て
く
れ
た
女
神
チ
ャ
ー
ム
ン
ダ
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―
の
癩
に
た
だ
れ
、
毒
蛇
に
か
ら
ま
れ
、
痩
せ
、
垂
れ
た
乳
房
か
ら
子
供
た
ち
に
乳
を
の
ま
せ
て
い
る
あ

の
姿
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
現
世
の
苦
し
み
に
喘
ぐ
東
洋
の
母
が
あ
っ
た
。
『
深
い
河
』

281 

 

女
神
チ
ャ
ー
ム
ン
ダ
ー
（
周
作
の
創
作
）
は
、
郁
の
臨
終
を
想
起
さ
せ
る
。「
母
に
執
着
す
る
こ
と
が
、
い

つ
の
間
に
か
マ
リ
ア
へ
の
あ
こ
が
れ
や
同
伴
者
の
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
渇
望
に
な
っ
て
い
く
」。
母
は
勝
呂

の
マ
リ
ア
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
勝
呂
に
働
き
か
け
る
の
は
母
（
マ
リ
ア
）
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の
「
影
」

で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
、
キ
リ
ス
ト
も
マ
リ
ア
も
登
場
し
な
い
。
だ
が
作
品
そ
の
も
の
が
周
作
の
キ
リ
ス
ト

観
を
示
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
を
「
影
に
対
し
て
」
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
登
場
人
物
、
自
然
描

写
な
ど
省
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
母
を
美
化
」
す
る
こ
と
に
、
読
者
の
関
心
を
集
中
さ
せ
る
。
母
を
取
り

巻
く
人
を
俗
物
化
し
て
、
母
を
「
激
し
い
女
」
と
し
て
そ
の
聖
性
を
惹
起
す
る
描
写
に
な
っ
て
い
る
。 

２
「
影
に
対
し
て
」
は
未
発
表
作
品
で
あ
っ
た
。
何
故
か
？ 

「
差
し
障
り
の
あ
る
人
が
沢
山
い
ま
す
し
ね
。

そ
の
人
た
ち
が
ま
だ
生
き
て
お
る
。
ま
だ
、
書
け
ま
せ
ん
」（「
六
日
間
の
旅
行
」

109

）
。「
の
み
な
ら
ず
私

は
小
説
家
に
な
る
時
、
父
か
ら
自
分
や
家
の
こ
と
は
絶
対
に
書
い
て
く
れ
る
な
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
約
束
を

し
た
以
上
、
た
と
え
父
と
義
絶
し
て
も
書
け
な
い
も
の
が
あ
っ
た
」（
右
書
、

117

）
。
こ
れ
は
未
発
表
の
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
庫
本
『
影
に
対
し
て
』
所
収
の
諸
編
は
母
や
家
庭
の
事

に
か
な
り
言
及
し
て
い
る
（
勿
論
、
小
説
は
虚
構
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。「
影
に
対
し
て
」
は
、
お
そ

ら
く
こ
れ
ら
の
諸
編
と
同
じ
時
期
の
執
筆
と
思
わ
れ
る
）。
小
説
家
が
執
筆
の
衝
動
に
駆
ら
れ
た
と
き
、
要

と
な
る
事
柄
に
蓋
を
す
る
だ
ろ
う
か
？
隠
し
た
本
当
の
理
由
は
他
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

結
論
か
ら
言
え
ば
、
周
作
は
母
を
マ
リ
ア
或
い
は
キ
リ
ス
ト
と
す
る
こ
と
に
躊
躇
い
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
と
し
て
「
影
に
対
し
て
」
は
直
接
的
な
宗
教
色
を
抑
え
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に

読
者
は
、
母
と
勝
呂
の
人
生
の
響
き
あ
い
を
読
み
取
る
。
弱
者
と
同
伴
者
の
関
係
に
引
き
込
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
罪
意
識
は
必
然
的
に
人
間
の
根
源
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
神
を
求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

「
影
に
対
し
て
」
は
「
母
」
を
通
じ
て
「
母
な
る
神
」「
許
す
神
」
を
描
き
、
日
本
人
の
根
底
に
あ
る
宗
教

観
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
野
心
作
で
あ
る
。 

「
深
い
河
」
を
周
作
文
学
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
集
大
成
と
す
れ
ば
、「
影
に
対
し
て
」
は
そ
の
起
点
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

大
胆
な
推
論
を
も
う
一
つ
述
べ
る
。 

こ
の
作
品
の
中
核
を
な
す
俗
物
の
父
と
「
激
し
い
女
」
母
と
の
離
婚
の
経
緯
、
母
の
バ
イ
オ
リ
ン
に
対
す
る

求
道
的
レ
ッ
ス
ン
の
意
味
、
母
の
信
仰
体
験
に
つ
い
て
詳
細
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
作
者
の
意
図
が

読
者
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
言
う
疑
念
が
周
作
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

「
影
に
対
し

て
」
の
前
後
に
母
に
ま
つ
わ
る
も
の
、
神
に
関
す
る
作
品
が
多
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。 

参
考
文
献 *

『
イ
エ
ス
伝
』
若
松
英
輔 

中
央
公
論
新
社 

*

『
不
思
議
な
キ
リ
ス
ト
教
』
橋
爪
大
三
郎
、

大
澤
真
幸 

講
談
社
現
代
新
書 

*

『
教
養
と
し
て
の
聖
書
』
橋
爪
大
三
郎 

光
文
社
新
書*

『
教
養
と
し

て
よ
む
世
界
の
経
典
』
中
村
圭
志 

三
省
堂 
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山
本
雄
一
さ
ん
の
質
問
に
答
え
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

山
本
さ
ん
の
質
問
は
文
学
の
基
本
に
係
わ
る
事
柄
で
す
。
今
回
の
読
書
会
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
時
間

的
に
無
理
で
す
。
従
っ
て
『
影
に
対
し
て
』
に
絞
っ
て
思
い
つ
く
ま
ま
要
点
を
示
し
ま
す
。 

質
問
の
要
旨 

周
作
文
学
に
於
け
る
「
元
型
」「
物
語
性
元
型
」、「
作
品
協
同
体
」
は
、
周
作
作
品
に
ど
の

よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
？  

前
提 

（
遠
藤
周
作
『
私
の
愛
し
た
小
説
』
か
ら
山
本
さ
ん
引
用
部
分
を
要
約
） 

一
、「
元
型
」
と
は
神
話
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
例
え
ば
「
母
な
る
も
の
」
な
ど
各
地
の
神
話
に
共
通
す
る

「
集
合
無
意
識
（
ユ
ン
グ
、
ノ
イ
マ
ン
）」
を
言
う
。「
元
型
」
は
単
に
「
竜
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
む
だ
け

で
な
く
、「
竜
の
物
語
」
を
生
む
（
「
物
語
性
元
型
」）。
物
語
性
元
型
も
ま
た
、
無
意
識
の
中
に
あ
る
。（
喬

太
郎
注
・
性
欲
、
権
力
欲
と
い
っ
た
衝
動
、
神
へ
の
恐
れ
、
タ
ナ
ト
ス
〈
死
へ
の
欲
望
〉、
罪
意
識
、
伝

統
の
中
に
培
わ
れ
た
美
意
識
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。） 

二
、
個
人
の
体
験
な
ど
事
が
知
れ
て
い
る
。
文
学
作
品
は
先
行
す
る
多
く
の
作
品
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
つ
ま
り
「
作
品
の
協
同
体
」
の
「
重
層
性
」（
喬
太
郎
注
・
古
典
を
含
め
多
く
の
作
品
か
ら
影
響
を 

受
け
て
い
る
、
と
い
う
意
味
）
が
あ
っ
て
自
分
の
作
品
が
書
け
る
。
作
品
の
奥
に
は
「
芯
と
も
言
う
べ 

き
物
語
性
の
元
型
」
が
あ
る
。
作
品
は
古
典
と
も
つ
な
が
る
層
が
あ
り
、
更
に
そ
の
奥
に
元
型
が
あ 

 

る
。 

回
答
（『
人
生
の
踏
み
絵
』
新
潮
文
庫
。
数
字
は
頁
を
示
す
。） 

*

人
間
の
内
部
に
は
色
ん
な
音
や
色
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ず
う
っ
と
追
い
か
け
て
い
る
う
ち
に
、
心
理

よ
り
も
も
っ
と
奥
に
あ
る
も
の
、
無
意
識
よ
り
も
も
っ
と
背
後
に
あ
る
も
の
、
そ
ん
な
第
三
の
デ
ィ

メ
ン
シ
ョ
ン
に
迫
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
作
家
の
ひ
と
し
な
み
の
気
持
ち
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

178 

*

さ
ら
に
心
理
や
無
意
識
の
向
こ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
で
い
う
魂
の
世
界
と
い
う
も
の
が
あ
る
な
ら

ば
、
こ
れ
は
さ
ら
に
混
沌
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
分
析
不
可
能
で
し
ょ
う
。

86 

*

人
間
の
汚
れ
た
部
分
、
ド
ロ
ド
ロ
し
た
部
分
、
目
を
背
け
た
い
部
分
・
・
・
そ
こ
を
突
破
し
て
、
ア
ウ
フ

ヘ
ー
ベ
ン
し
て
、
よ
り
絶
対
者
へ
向
か
う
志
向
を
人
間
の
ど
ろ
ど
ろ
し
た
も
の
の
中
か
ら
見
つ
け
る
こ
と

が
、
キ
リ
ス
ト
教
作
家
の
一
つ
の
仕
事
と
な
る
の
で
す
。

98 

*

汚
れ
た
罪
深
い
部
分
で
も
、
人
は
神
を
求
め
る
し
、
神
は
そ
ん
な
部
分
に
あ
え
て
潜
ん
で
い
る
、
そ
ん
な

人
間
に
こ
そ
近
づ
い
て
行
い
く
。

99 

⇩
周
作
に
は
「
元
型
」
と
し
て
「
母
な
る
も
の
」
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
「
さ
ら
に
混
沌
と
し
た
も

の
」
＝
「
魂
」
＝
神
を
措
定
し
て
い
る
。「
母
」「
母
の
愛
」
へ
の
渇
望
が
あ
る
。
同
時
に
周
作
は
母
を
裏

切
っ
た
こ
と
に
「
罪
意
識
」（
人
に
は
言
え
な
い
秘
密
が
あ
る
）
を
持
っ
て
い
る
。
勝
呂
は
『
聖
書
』
の
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「
弱
虫
」
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
。
罪
意
識
は
漱
石
で
言
え
ば
「
登
世
」
が
こ
れ
に
当
た
る
。 

⇩
「
影
に
対
し
て
」
は
ヱ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
「
愛
欲
」
を
巡
る
小
説
と
も
読
め
る
。 

*

エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
異
性
の
親
に
愛
着
し
、
同
性
の
親
を
憎
む
感
情
を
言
う
。 

*

・
・
・
愛
欲
と
い
う
の
は
相
手
を
所
有
す
る
気
持
ち
だ
と
な
る
。
相
手
の
本
当
の
姿
が
欲
し
い
か

ら
・
・
・
ま
だ
相
手
を
所
有
し
た
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
な
い
。
そ
こ
で
例
え
ば
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
か
、
マ

ゾ
ヒ
ズ
ム
な
ど
が
起
き
る
。

96 

⇩

周
作
「
白
い
人
」（
芥
川
賞
受
賞
）
が
こ
れ
に
当
た
る
。 

*

父
母
の
離
婚
の
原
因
は
父
の
「
妻
を
所
有
で
き
な
い
」
こ
と
か
ら
来
る
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
行

動
。
伯
母
や
取
り
巻
く
親
戚
の
者
た
ち
の
ま
な
ざ
し
は
、
崇
高
な
も
の
を
貶
め
た
い
欲
求
を
表
し
て
い

る
。
一
方
、
愛
欲
は
「
絶
対
者
を
欲
し
が
る
気
持
ち
」
を
持
つ
と
い
う
。
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
。

97 

母
は

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
最
高
の
音
律
を
求
め
た
し
、
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
信
者
に
な
っ
た
。
勝
呂
に
「
自
分
に
し

か
で
き
な
い
と
思
う
こ
と
を
見
つ
け
て
頂
戴
」
と
言
う
。「
愛
欲
の
中
に
は
自
己
放
棄
や
自
己
犠
牲
と
い

う
欲
望
が
あ
る
。」。 

 
 

「
離
婚
と
自
殺
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
愛
が
な
い
か
ら
で

す
。・
・
・
捨
て
な
い
と
い
う
こ
と
が
愛
だ
」。
イ
エ
ス
は
十
字
架
を
背
負
い
通
し
た

110

母
を
捨
て
た
父

を
勝
呂
は
許
さ
な
い
。 

*

母
は
「
激
し
い
女
」
で
、『
聖
書
』
の
マ
リ
ア
。『
女
の
一
生
』
に
「
キ
ク
の
場
合
」「
サ
チ
の
場
合
」
と

し
て
描
か
れ
る
。
自
己
犠
牲
は
『
わ
た
し
が
、
棄
て
た
・
女
』
に
ミ
ツ
と
し
て
描
か
れ
る
。
イ
エ
ス
は

「
無
力
の
人
」「
誰
も
彼
を
理
解
し
な
か
っ
た
。」
こ
と
は
母
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る

164

。 

「
物
語
性
元
型
」 

『
影
に
対
し
て
』
の
各
編
は
「
聖
書
」
を
取
り
込
ん
で
い
る
。 

⇩

西
欧
人
に
は
三
人
の
象
徴
的
な
女
性
像
が
存
在
し
て
い
る
。
➀
聖
母
マ
リ
ア
は
女
性
の
精
神
的
な
清

ら
か
さ
や
純
潔
、
母
性
の
象
徴
。
純
潔
の
尊
さ
や
高
さ
は
キ
リ
ス
ト
教
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
聖
母
マ
リ

ア
に
近
づ
く
た
め
。「
影
に
対
し
て
」
の
母
。
漱
石
「
こ
こ
ろ
」
妻
・
静
。
②
イ
ブ
は
女
性
の
暗
い
部

分
。
悪
の
原
型
。
③
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
女
性
の
肉
体
的
美
。 

 
 

 

（『
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
』） 

⇩
現
在
と
過
去
の
記
憶
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
せ
る
小
説
手
法
。
タ
イ
ト
ル
が
作
品
の
意
味
し

て
い
る
も
の
を
象
徴
す
る
手
法
。
母
の
苦
し
気
な
死
顔
、
管
理
人
の
お
ば
さ
ん
な
ど
「
聖
書
」。
切
支

丹
も
の
は
高
瀬
弘
一
郎
な
ど
先
学
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
い
る
。 

「
狐
狸
庵
」
に
つ
い
て
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
別
人
格
に
な
る
事
で
あ
る
。 

 

身
の
底
の
底
に
火
が
つ
く
冬
の
酒 

川
上
三
太
郎 

貧
し
さ
も
余
り
の
果
て
は
笑
い
合
ひ 

吉
川
雉
子
郎 

 

わ
ん
と
は
し
持
ッ
て
来
や
れ
と
壁
を
ぶ
ち 

誹
風
柳
多
留 

*

周
作
は
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
を
愛
読
し
た
が
、
江
戸
文
化
で
あ
り
川
柳
の
世
界
で
も
あ
る
。

「
神
」
な
ど
重
た
い
思
索
（
底
の
底
）
は
周
作
の
実
名
で
、
思
索
の
果
て
は
笑
い
の
め
す
別
人
格

（
狐
狸
庵
亭
主
）
が
求
め
ら
れ
る
。*

日
本
人
の
深
層
に
は
自
然
信
仰
が
あ
る
。
自
然
を
中
心
と
し
た



15 

 

「
万
物
一
体
」、
及
び
「
生
々
流
転
」
の
考
え
が
強
く
、
人
間
は
自
然
の
動
き
に
合
わ
せ
て
生
き
る
の

が
良
い
、
と
す
る
。
人
間
対
自
然
と
い
う
対
立
構
図
で
は
な
い
。*

日
本
人
は
現
実
的
、
実
際
的
で
あ

っ
て
神
話
や
祝
詞
な
ど
は
現
世
を
謳
歌
し
、
現
世
の
幸
福
を
祈
る
が
、
死
後
の
世
界
は
あ
ま
り
気
に

し
な
い
。
仏
教
も
現
世
的
傾
向
を
帯
、
現
世
利
益
の
方
便
と
さ
れ
た
。
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
が
な
か

な
か
定
着
し
な
い
精
神
的
背
景
。 

以 

上 

 


